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平成２８年度１２月補正予算案 

Ⅰ 規 模 

 一 般 会 計           （債務負担行為 ▲１億７，５０３万円） 

一般会計の 12 月補正予算規模としては過去最大    １９９億 ５９９万円 

 特 別 会 計          （債務負担行為    ４億８，９００万円） 

   ５億１，４５２万円 

 企 業 会 計           １６億円 

   総       額 （債務負担行為    ３億１，３９７万円） 

２２０億２，０５１万円 

Ⅱ 補正予算案の概要

             （債務負担行為 ▲１億７，５０３万円） 

１ 一般会計補正予算案          １９９億  ５９９万円 

（債務負担行為 ▲１０億８，５０３万円）

（１）国の補正予算関連            １８９億３，０８０万円   

ア 「地方創生拠点整備交付金」活用事業     ６億１，０００万円 

国の補正予算で創設された「地方創生拠点整備交付金」を活用し、地方創生

の取組みをさらに推進していくための事業を実施。 

① 旧安川邸利活用事業                ３億３，０００万円 

 歴史的価値の高い建造物や庭園を活用したにぎわいの創出を図るため、夜宮

公園に隣接する旧安川邸の建物及びその周辺の整備に要する経費。 

② 小倉城周辺魅力向上事業              ２億８，０００万円 

  小倉城エリアにおけるにぎわいの創出等を図るため、物販等の施設整備や天

守閣内の展示リニューアルに要する経費。 



２ 

    （債務負担行為 ▲１０億８，５０３万円） 

イ 公共事業                  １４４億４，５８０万円 

       国の２次補正予算を活用して、老朽化に対応した小・中学校の大規模改修など 

平成 29 年度以降実施を予定していた事業の一部を前倒して計上するもの。 

① 小・中学校の大規模改修事業             ７億２，９７０万円 

小・中学校（八児小学校ほか３校）の大規模改修に要する経費。

② 小・中学校の外壁改修事業              ５億２，０４０万円 

小・中学校（城野小学校ほか６校）の外壁改修に要する経費。

③ 小・中学校のグラウンド整備事業           ２億２，０８６万円 

小・中学校（大積小学校ほか５校）のグラウンドの整備に要する経費。 

④ 小学校の空調設備整備事業             １５億９，１７０万円 

小学校（大里東小学校ほか４０校）のエアコン整備に要する経費。

⑤ 中学校のエアコン更新事業                １，９２４万円 

足立中学校の既設エアコンの更新に要する経費。 

                   （債務負担行為 ▲４億３，１４４万円） 

⑥ 市営住宅整備事業                   ６億２，８３５万円 

市営住宅（北横代団地ほか２団地）の前倒し整備等に要する経費、及びそれに

伴い不要となる債務負担行為の補正。

⑦ 市営住宅計画保全事業                １０億  ６８０万円 

市営住宅の老朽化に対応するための、浴室天井や外壁等の長寿命化工事に要す

る経費。 

                   （債務負担行為  ２億３，０００万円） 

⑧ 道路・街路事業                 ３２億８，８９６万円 

幹線ネットワークの強化等を図るための、道路・街路の整備等（戸畑枝光線  

ほか 29 路線）に要する経費。 

⑨ 河川改修事業                    ３億５，４５０万円 

浸水対策を推進するための、河道掘削や護岸整備等（紫川ほか４河川）に  

要する経費。 

⑩ 公園整備事業                    １億１，０００万円 

公園の園路・広場の整備のほか、スタンド席防水工事等の長寿命化対策など

（勝山公園ほか３公園）に要する経費。 

⑪ 皿倉山リニューアル事業                  ５，０００万円 

帆柱公園立体駐車場の園路・植栽等の周辺整備に要する経費。 



３ 

⑫ 折尾地区総合整備事業                      １０億円 

JR 筑豊本線の高架工事及び日吉台光明線の用地補償に要する経費。

⑬ 小倉駅南口東地区市街地再開発事業                 ３億円 

再開発ビルの整備に伴う再開発組合への補助に要する経費。 

⑭ 海岸（高潮）事業                    １億  １００万円 

高潮による災害から市民生活を守るための、護岸整備に要する経費。

⑮ 戸畑浮桟橋再整備事業                 １億５，７２０万円 

若戸渡船利用者の利便性及び安全性や渡船の安定的な運航を確保するための、

浮桟橋の再整備に要する経費。 

⑯ 響灘東地区処分場整備事業            ３３億 ５０万円 

廃棄物処分場の消波ブロック製作や護岸工事などに要する経費。 

⑰ 障害福祉施設整備事業               １億８，３００万円 

 障害者（児）が安心して生活できる環境づくりのための、障害福祉施設の   

整備費用の補助に要する経費。 

                  （債務負担行為 ▲５億３，７００万円） 

⑱ 総合療育センター再整備事業           ５億３，７００万円 

総合療育センターの前倒し整備に要する経費、及びそれに伴い不要となる債務

負担行為の補正。

                   （債務負担行為 ▲３億４，６５９万円） 

⑲ 小倉南図書館整備推進事業            ３億４，６５９万円 

小倉南図書館の前倒し整備に要する経費、及びそれに伴い不要となる債務負担

行為の補正。 

ウ 一億総活躍社会の実現            ３８億７，５００万円

① （仮称）北九州働き方フォーラム開催事業           ５００万円 

来年１月（予定）の「（仮称）北九州働き方フォーラム２０１６」の開催に要

する経費。 

② 未就業女性人材活用のための戦略策定事業       ２，０００万円 

未就業女性の人材活用を推進するため、市内在住の女性や市内企業に対する

調査の実施等に要する経費。 

③ 臨時福祉給付金事業（経済対策分）       ３８億５，０００万円 

平成２８年度分の市民税（均等割）が課税されていない方を対象とした、

１人につき１万５千円（２年半分の一括）の支給に要する経費。



４ 

（２）「地方創生推進交付金」活用事業 （債務負担行為 ５，２５０万円）  

北九州市版「生涯活躍のまち」形成事業（債務負担行為 ５，２５０万円） 

① 定住・移住促進事業           （債務負担行為 １，１００万円） 

首都圏等の移住希望者からの相談に対応するための、東京事務所における相 

談員配置に要する債務負担行為の設定。 

② シニア活躍！セカンドキャリア支援プロジェクト事業 

                                        （債務負担行為 ４，１５０万円）

首都圏等からのアクティブシニアの定住・移住促進を図るための、シニア求

人支援員及びセカンドキャリア支援員によるマッチングなどの就業支援に要す

る債務負担行為の設定。 

（債務負担行為 ４億４，９６０万円）

（３）福祉・子育て・教育                  ２億８，１０８万円  

① 障害者（児）短期入所事業               １億 ８９４万円 

短期入所サービスの運営について、増加が見込まれる給付に要する経費。

② 精神障害者保健福祉対策事業                ３，６２４万円 

措置入院や救急医療の実施等について、増加が見込まれる給付に要する経費。

③ 障害者スポーツセンター整備事業                ７８０万円 

利用者が円滑に利用できる環境整備を図るための、現施設のレイアウト変更

に要する経費。 

④ 保育所等における業務効率化推進事業          １億２，２００万円 

保育士の負担軽減を図るための、保育業務支援システム導入費用の補助に要

する経費。 

⑤ 学校給食調理業務民間委託事業      （債務負担行為 ３億３，４２０万円） 

平成２９年度に新たに民間委託を実施する小学校６校・中学校１校（中学校

については、小学校で調理したものを配送する方式）に係る調理委託契約に要

する債務負担行為の設定。 

 （債務負担行為 ３，０７０万円） 

⑥ 小池特別支援学校スクールバス運行委託等事業        ６１０万円 

スクールバスの増車に伴う整備や運行委託契約に要する経費。 

⑦ 中央図書館窓口業務等委託事業      （債務負担行為 ８，４７０万円） 

中央図書館の窓口サービス業務等の委託契約に要する債務負担行為の設定。 



５ 

（４）雇用の創出              （債務負担行為 ２億５，７９０万円）

① ウーマンワークカフェ北九州運営事業    （債務負担行為 ５，７２０万円）

ウーマンワークカフェ北九州の運営委託契約に要する債務負担行為の設定。

② 若者ワークプラザ北九州運営事業    （債務負担行為 １億６，９６０万円） 

若者ワークプラザ北九州の運営委託契約に要する債務負担行為の設定。 

③ 北九州で働こう！Ｕ・Ｉターン応援プロジェクト    

（債務負担行為 ３，１１０万円） 

北九州市Ｕ・Ｉターン応援オフィスの運営等委託契約に要する債務負担行為

の設定。 

（５）人件費補正                   ５億９，７５１万円  

ア 一般会計分                 ５億７，１４１万円 

人事委員会の勧告等に基づく給与改定（＋0.14％）及び期末・勤勉手当支給割 

合の変更（＋0.1 月）等に伴う、職員給の補正。

イ 特別会計に係るもの               ２，６１０万円 

給与改定及び期末・勤勉手当支給割合の変更等に伴い、介護保険特別会計に対

する一般会計からの繰出金を補正するもの。 

（債務負担行為 １億５，０００万円）

（６）その他                        ９，６６０万円  

① 北九州空港新規海外路線集客強化事業           ３，７００万円 

平成28年12月就航の釜山線、仁川線の安定化や拡充を図るための、国内外に 

対する重点的な集客活動に要する経費。 

② “戦争の記憶”保存・継承事業                ５００万円 

米国国立公文書館における本市の第二次世界大戦等関連資料などの調査に要

する経費。 

③ 美術館大規模修繕事業         （債務負担行為 １億５，０００万円） 

美術館大規模修繕工事について、増加が見込まれる工事に要する債務負担行

為の設定。 

④ 北九州国際会議場施設整備事業             ２，４６０万円 

      老朽化した高圧受電設備の更新等に要する経費。

⑤ 「水と緑の基金」積立事業               ３，０００万円 

      市民より申し出のあった寄附金を基金に積み立てるもの。 



６ 

              （債務負担行為 ４億８，９００万円） 

２ 特別会計補正予算案           ５億１，４５２万円 

（１）公債償還特別会計              ２億４，０００万円  

国の補正予算関連 

土地取得特別会計の元金償還に要する経費。 

（債務負担行為 ４億８，９００万円） 

（２）土地取得特別会計              ２億４，０００万円  

国の補正予算関連 

折尾地区総合整備事業の進捗により、先行取得を行っていた土地の買戻しに

伴う市債の元金償還に要する経費。なお、市債の償還は公債償還特別会計を通

じて行うもの。 

その他 

戸畑枝光線の街路事業の進捗を図るため、用地の先行取得に要する債務負担

行為の設定。 

（３）人件費補正                   ３，４５２万円  

介護保険特別会計 ほか２会計           ３，４５２万円 

人事委員会の勧告等に基づく給与改定（＋0.14％）及び期末・勤勉手当支給

割合の変更（＋0.1 月）等に伴う、職員給の補正。 

３ 企業会計補正予算案                １６億円 

（１）工業用水道事業会計                    １億円  

国の補正予算関連 

工業用水道の安定給水を確保するための、配水管の更新に要する経費。 

（２）病院事業会計                      ９億円  

北九州市立医療センターにおいて、増加が見込まれる高額薬剤等の購入に要す

る経費。



７ 

（３）下水道事業会計                     ６億円  

国の補正予算関連 

浸水対策や地震対策等の促進を図るための、管渠
きょ

の布設等に要する経費。

４ 繰越明許費               ２１６億８，８５７万円 

    繰越明許費については、道路、河川、街路事業などにおいて、適正な工期を確保 

できないことや、関係機関との協議に日時を要したことなどの理由により、年度内 

の事業の執行ができない見込みのものについて、全会計で２１６億８，８５７万円 

を繰り越すもの。 


